
 

市長会見の項目（概要） 

 

と き：令和 2 年 7 月 16 日(木)14：00～ 

ところ：市政記者室  

 

■ソフトバンク株式会社等と「5G オープンラボ（仮称）」の開設に関する連携協定を締結 

＜担当：経済戦略局立地交流推進部イノベーション担当（事業創出）電話：06－6615－3723＞ 

【フリップあり】 

 

 本日、令和 2 年 7 月 16 日(木)に、ソフトバンク株式会社等と大阪市とで連携協定を

締結した。 

 本協定は、 ５ G
ファイブジー

を活用し、新たなビジネスの創出をめざした「 ５ G
ファイブジー

オープンラボ

（仮称）」を開設し、中小企業等に対してビジネス支援を実施するもの。 

 協定に基づき、 ５ G
ファイブジー

通信環境を整備し、試作品の技術評価を行う「検証ラボ」と、

５ G
ファイブジー

技術を体感し、新たな発想を促す「展示・体験ルーム」の設置に取り組む。 

あわせて、技術サポートや販路開拓などのビジネス支援を行う。 

 南港 ATC のソフト産業プラザTEQS
テックス

内に 9 月下旬の開設を予定している。 

 ５ G
ファイブジー

は「超高速」「超低遅延」「多数同時接続」が特長であり、 ５ G
ファイブジー

技術を活用し

た新たな製品・サービスは、様々な産業でイノベーションを生み出すことが期待され

ている。 

 また、コロナ禍において、中小企業のデジタル化の遅れが顕在化する中、本事業で、

デジタル化を促進する製品・サービスが開発されることにより、中小企業の生産性の

向上や大阪経済の成長につなげていく。 

 2025 年大阪・関西万博に向け、未来の世界を創る新たな製品・サービスが次々と生

まれ、世界に発信できることを期待している。 

 9 月の開設の際には、報道関係者の皆様に、施設の視察や取組の詳細を説明する機会

を設けるので、ぜひお越しいただきたい。 

 

 また、本市では、 ５ G
ファイブジー

ビジネスを含む先端技術を活用したビジネス創出支援とし

て、南港 ATC のソフト産業プラザTEQS
テックス

において、IoT
ｱｲｵｰﾃｨ

・ロボットビジネスを対象とし

た「ビジネス創出プログラム」や「実証実験支援プログラム」を実施中である。 

 両プログラムも、コロナ禍以降の社会課題等を解決するビジネスを生み出す支援を行

うもので、現在、受講者募集及び実証実験エントリー受付中である。 

 詳細は、各プログラムのホームページでご確認いただきたい。 
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